
やめま!徳山
を迫りま

徳
山
ダ

ム
建
設
に
反
対
す
る
市
民
ら

が
権
利
を
持

つ
ダ
ム
予
定
地
内
の
共
有

地
に

つ
い

て
、
強
制
収
用
を
認
め
る
か

ど
う
か
を
話
し
合
う
県
収
用
委
員
会
が

七
月
二
十
五
日
に
あ
り
、
傍
聴
し
た
。

地
権
者
が
意
見
を
述
べ
る
場
が
あ
り

、

名
古
屋
市
内

の
中
学
校
教
諭
と
い
う
男

性
が
興
味
深
い
話
を
し
て
い
た
。

男
性
は
愛
知

県
西
尾
市
に
住
ん
で
い

て
、
地
元
に
縫
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
た

矢
作
川
河

口
堰
に
長
い
問
反
対
し
て
き

た

。
建

設

を
進

め

て
い

た

建

設
省

は

「
洪
水
が
来
た
ら

、
住
民
の
生
命
に
か

か
わ
る
」
と

言
い
続
け
て
き
た
。
し
か

し

、
三
、
四
年
前
に
建
設
中
止
を
決
め

る
と

、

「
洪
水
の
危
険
」
は
だ
れ
も
言

わ
な
く
な

っ
た
と
い
う
。

徳
山
ダ
ム
の
場
合
も
、
同
省
や
県
は

揖
斐
川
の
洪
水
対
策
を
強
調
す
る
。
だ

が

、
仮

に
ダ
ム
計
画
が
な
く

て
も
同
じ

こ
と
を
言
う
の
か
ど
う
か

、
疑
間
が
膨

ら
ん
で
き
た

。
　

　

　

　

　

　

（
慶
）

すそろそろ大詰め :収

次回 収用委 (第 4回 )

7月 25日 の収用委では、徳山ダム建設のもつ問題を多

方面から述べました。次回は中断・凍結を収用委員会に迫

ります。その結論次第で収用委のボイコットも。

7/26↑

8/4→

朝日新聞

(岐阜版)

実
質
的
な
審
理

今
回
も
入
ら
ず

徳
山
ダ

ム
で
県
収

用
委

水
資
源
開
発
公
団
が
藤
橋
村

で
建

設
中
の
徳
山
ダ
ム
の
禾
買

収
地
の
う
ち

、
ダ
ム
建
設
に
反

対
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
ら
の
共
有
地
に

つ
い
て
二

十
五
日

、
県
収

用
委
員
会

（端

元
博
保
会
長
）
の
三
回
目
の
審

理
が
墨
庁
で
あ
っ
た
。
強
制
収

用
に
強
く
反
発
す
る
地
権
者
ら

は
審
理
凍
結
を
主
張
し
、
前
回

に
続
い
て
実
質
的
な
審
理
に
入

ら
な
い
ま
ま
終
了
、
九
月
の
次

回
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

共
有
地
は
約
五
千
平
方
ｙ
。

「
徳
山
ダ
ム
建
設
中
止
を
求
め

る
会
」
の
メ

ン
バ

ー
ら
百
十
七

人
が
地
権
者
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
日
は
十

四
人
が
出
席
。

メ

ン
バ

ー
ら
は
、

公
団
の
強
制
収

用
を
認
め
た

一
九
九
八
年
の
建

設
相
の
事
業
認
定
の
取
り
消
し

を
求
め
て
係
争
中

で
、

「
司
法

の
判
断
も
出

て
い
な
い
の
に

、

収
屋

委
員
会
を
開
く
の
は
お
か

し
い
」

「
公
団
か
ら
任
意

で
土

地
譲
渡
の
要
請
を
受
け
た
覚
え

も
な
い
の
に

、
突
然

、
強
制
収

用
で
は
お
か
し
い

」
な
ど
と
主

張
し
た

。

こ

れ

に
対

し

、

公

団
側

は

「
建
設
相
の
事
業
認
定
を
受
け

て
手
続
き
を
進
め

て
お
り

、
問

題
は
な
い

」
と
反
論
し
た
。

揖斐川のダイオキシン濃度は高い !

め

準
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もう後戻りはできない「公共事業見直し」の流れ
無

共

硬

て

一

徳

山

ダ

ム

の

建
設
に
蘭
億
円

水

資

源

開

発

公

団

の

来
年
度
予
算
概
算
要
求

水
資
源

開
発
公
団
の

二
〇
〇

年
度
予
算

の
概
算

要
求
が

二

五
日
発
表
さ
れ
、
藤
橋
村

の

山
ダ

ム
建
設
事
業
費

に
は
百

十

五

億

円

が

盛

り

込

ま

れ

。

二
〇
〇
〇
年
度

予
算

の
概

要
求
額

と
同
額
。

綽
割
勒̈
卦
脚
業‐こ重篠
れ

で

事

一

知

事

き

事

つ

う

浦
数
Ю
断
銀
は
い
従
』

こ

な

業

推

建

分

め

い

で

駄

事

な

土

配

止

急

と

民主党・ネクス トキャビネット (8/8)
徳山ダムの中止に向けた凍結を決定 <次ページ記事参照>

建設省・土地収用法 「改正」に動き出す
有害無益な「公共事業」に疑間を呈するトラス ト運動は仝国にありますが、この トラス

ト地の強制収用に時間と費用がかかる、何とか手続き迅速化を、と建設省は土地収用法の
「改正」手続きを進めています。これは本末転倒の改悪以外のなにものでもありません。
「公共事業」の計画策定段l皆 から住民参加を進め、透明性を確保 し、いつでも見直し・中

止ができるシステムを作ることこそ先のはず。住民・地権者が真に納得できる公共事業な

ら、強制収用など例外中の例外になるのではないでしょうか。

「土地収用法見直しネットワーク」ができた !政野淳子 8/21

18日 に発起人が集 ま り、「公開討論会」 を超党派国会議員 と共催 で開 く相談 がま

とまった。「公共事業 チ ェック議員 の会」 は、武村 正義会長 のあとを継 ぐ形 で、最近、

中村敦夫参議院議員が会長 にな った。 チ ェックの会 の個 々の議員達 もこの問題 を重視

し、会 と して重要 テーマ と して取 り上 げ ることにな ったので、討論会共催 とな った。

【土地収用法見直しネット発起人 (50音順)】 青山貞一 (環境行政改革フォーラム代表幹事)

・飯田哲也 (日 本総合研究所主任研究員)・ 五十嵐敬喜 (法政大学教授)。 大橋光雄 (廃棄物処
分場問題全国ネットワーク代表)・ 熊本一規 (明 治学院大学教授)。 月ヽ池信太郎 (公害・地球環
境問題懇談会幹事長)・ 坂元雅行 (野生生物保全論研究会事務局長)・ 清水誠 (神 奈川大学教授)

。標博重 (首都圏道路問題連絡会代表幹事)・ 田中康夫 (作家)・ 豊田誠 (公害弁連・弁護士)

。後藤隆 (ユ ニットGONIA)・ 橋本良仁 (道路問題反対運動全国連絡会事務局長)・ 原科幸彦
(東京工業大学教授)・ 福井秀夫 (法政大学教授)。 藤原信 (宇都宮大学名誉教授)・ 本間慎 (東

京農工大名誉教授)・ 政野淳子 (ジ ャーナリスト)。 三輪啓 (ジ ャーナリスト)・ 矢山有作 (水

源開発問題全国連絡会代表)

【「土地収用法見直し公開討論会」開催】
日時 :9月 13日 3時半～ 5時半  場所 :衆議院第 1議員会館第 1会議室

主催 :公共事業チェック議員の会・土地収用法から公共事業を見直すネットワーク

司会 :飯田哲也 挨拶 :中村敦夫参議院議員

2



「土
地
買
収
交
渉
に
不
備
」

市
民
団
体
が
意
見
陳
述

県
収
用
委
員
会

（
端
元
博
保

会
長
）
が
二
十
五
日
県
汀
で
開

か
れ
、
揖
斐
郡
藤
橋
村
の
徳
山

ダ
ム
建
設
事
業
で
、
建
設
反
対

を
求
め
て
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
し

て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
が
所
有

す
る
土
地

を
裁
決
対
象
に
し

た
第
二
回
審
理
が
行
わ
れ
た
。

審
理
で
は
、
グ
ル
ー
プ
側
が
事

業
者

の
水

資
源
開
発
公
団
の

土
地
買
収
交
渉

に
不
備
が
あ

る
点
や
同
事
業
に
治
水

・
利
水

の
緊
急
性
が
な
い

点
を
指
摘

す
る

一
方
で
、
公
団
側
が
収
用

手
続
き
の
正
当
性
を
主
張
し

た
。 徳山ダム

′
9/2インタ

一　
審
理
対
像
に
な
っ
て
い
る
の

一は

「徳
山
ダ
ム
建
設
中
止
を
求

一
め
る

会

｝

（
上

田
武
夫
代
表
）

が
同
村
の
水
没
予
定
地
に
所
有

す
る
共
有
地
の

一
部
。
同
日
の

審
理
で
は
出
席
し
た
グ
ル
ー
プ

側
の
地
権
者
十
四
人
が
そ
れ
ぞ

れ
意
見
を
陳
述
。
出
席
者
は
同

グ
ル
ー
プ
が
同
事
業
の
事
業
認

定
取
り
消
し
を
求
め
て
提
訴
し

て
い
る
点
を
挙
け
て
、

「司
法

の
判
断
が
出
る
ま
で
は
収
用
委

を
中
止
す
べ
き
」

「
公
団
は
地

権
者
と
面
談
し
な
い
ま
ま
、
任

意
交
渉
を
打
ち
切
っ
て
い
る
の

は
不
当
」
な
ど
と
述
べ
、
公
団

の
姿
勢
を
批
判
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
公
団
側
は

「地
権
者
に
は
文
書
な
ど
を
通

じ
て
連
絡
を
求
め
て
き
た
が
、

最
終
的
に
連
絡
が
頂
け
な
か

っ

た
も
の
と
判
断
し
た
」
と
述
べ
、

収
用
に
向
け
た
裁
決
申
請
の
正

当
性
を
王
張
し
た
ｃ

ま
た
、
審
理
で
は
グ
ル
ー
プ

側
が
事
業
実
施
計
画
の
調
査
が

始
ま

っ
た

一
九
七

一
（昭
和
四

十
六
）
年
、
旧
徳
山
村
と
公
団

が
交
わ
し
た
確
認
書
と
差
し
入

れ
書
の
内
容
を
取
り
上
げ
、
公

団
の
収
用
手
続
き
に
異
義
を
唱

え
た

。
グ
ル
ー
プ
側
は

「
当
時

の
確
認
書
に
は

『
み
だ
り

に
収

用
は
し
な

い
」
と
あ

る
が
、
公

団

は

こ

の
約

束

を

破

っ
て

い

る
」
と
指
摘

し
た
。

一
方

、
公
団
は

「
旧
村

民
は

す

べ
て
代
替
地

へ
の
移
転
を
完

了
し

て
い
る
上

、
流
域
市

町
村

や
関
係

団
体

か
ら
は
早
期

建
設

の
要
望
が
出

て
い
る
」
な
ど

の

理
由
を
挙
げ

て
、
収
用
手
続
き

の
時
期
が
妥
当

で
あ

る
点

を
主

張

し
た
。

次

回
審
理
は
九

月
十
九
日
に

開
か
れ
る
。

県
収
用
委
が

第
３
回
審
理

藤 橋村 の中野 久一 助役 らか らダ ム建 設 に

ついて意 見 を聞 く民主 党 ネクス トキ ヤ ビ

ネ ツ ト社会 資本整備担 当の前原 誠 司衆 院

議 員 (右か ら 2人 目)ら=損斐 郡揖 斐 川

町上南方 、町 中央公民館

閣 民

ぁ主

八髯
員 内

7/z ム女斗オ4固

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一二
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

す
ぎ
る

一
と
し
た
上
で
、
当
初

試
算
事
業
資
の
七

一
％
が
既
に

執
行
済
み
で
あ
る
こ
と
に
触

一れ
、

「事
業
を
正

め
た
方
が
よ

一
っ
ぱ
ど
税
金
の
無
駄
遣
い
を
防

げ
る
」
と
述
べ
た
。

日
卿
　
つ
娃
置
一
棚
御
部
畑
¨
”
け
↑

」
「
　
は
、　
一山
間
地
が
急
峻
（き
ゅ

″
そ
　
う
し
ゅ
ん
）
な
日
本
で
、
ダ
ム

両
』

が
要
ら
な
い
と
い
う
意
見
に
は

の
作
成
に
掛
か
り
た
い
と
の
考

え
も
示
し
た
っ

前
原
議
員
は
再
来
週
に
も
開

か
れ
る
ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
ビ
ネ
ツ

ト
に
試
案
を
提
出
、
同
党
と
し

て
の
意
見
を
ま
と
め
る
「

「
で

き
れ
は
、
事
業
推
進
を
決
め
て

い
る
党
県
連
な
ど
地
元
と
の
ね

じ
れ
た
形
に
は
し
た
く
な
い

が
、
そ
の
場
合
は
仕
方
が
な
い
」

と
述
べ
た
。

′

一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一二
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一二
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

徳
山
ダ
ム
事
業
凍
結
を

建
設
現
場
を
視
察

民
主
党
の
ネ
ク
ス
ト
キ
ヤ
ビ

ネ
ッ
ト

（
形
の
内
閣
）
社
会
資

本
整
備
担
当
の

前
原
誠
司
衆

院
議
員
は
二
十
七
日
、
揖
斐
郡

藤
橋
村
の
徳

山
ダ
ム
建
設
現

場
を
視
察
し
た
後
、
同
郡
揖
斐

川
町
で
記
者
会
見
し
、　
一‐建
設

目
的
の
三
つ
の
柱
の
う
ち
、
治

水
を
除
い
た
利
水
、
発
電
の
根

拠
が
あ
い
ま
い
。

（事
業
を
）

凍
結

し

、
中
止

も
含

め

て
検

討

す

べ
き

だ

」
と

の
考

え

を

示

し

た
。前

原
議
員
は
ま
た
、
同
党
と

し
て
全
国
の
ダ
ム
建
設
事
業
、

治
水
問
題
、
循
環
型
社
会
に
つ

い
て
意
見
を
ま
と
め
る
準
備
に

入
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
、
今

秋
に
も
素
案
を
ま
と
め
た
い
、

と
し
た
。

同
党
が
チ

ェ
ッ
ク
を
進
め
る

全
国
の
十
四
の
公
共
事
業
に
は

県
関
連
で
長
良
川
河
□
ぜ
き
と

徳
山
ダ
ム
が
入
っ
て
い
る
。
前

原
議
員
は
こ
の
日
、
現
地
視
察

し
た
後
、
住
民
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
パ
ー
や
藤
橋
村
の
中
野
久

一

助
役
ら
か
ら
意
見
を
聞
い
た
。

記
者
会
見
で
、
前
原
議
員
は

利
水
に
つ
い
て

一
新
た
な
水
需

要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
の
が
基
本
認
識
。
徳
山
ダ

ム
の
水
の
必
要
性
は
極
め
て
低

い
と
言
わ
さ
る
を
得
な
い
。
水

生
車
要
の
将
来
的
な
展
望
が
過
大



煙吻特 御 キャンプ■こ′∂ス参フア 8/19・ 20

今年も徳山村西谷の奥

・門入にてキャンプを行

いました。広瀬夫妻が会

場の草刈りをして下さっ

ていました、感謝。

夕立にも遭わず、夜遅 く

まで話が弾みました。バ

ーベキューの最中に羽虫

の大群に襲われたのも、

自然の中に人が生きるこ

との意味を考えさせる一

こまでした。

途中、イヌワシの舞う

姿をじっくり見ることが

できて、一同感激。 この写真のシャッターは広瀬さんご夫妻のことろを訪れた

プ ロカメラマン・大西暢夫 さん。

月れれタン1″≠r,第 8回 口頭弁論は 9月 13日 (列k)

是非傍聴を ! 第9回は12月 6日 (水)い ずれも岐阜地裁で13時 30分から。

1999年 秋の建設省のダ イオキシン調査

地  点  名 ァk質 11司 目 水 質 2回 目 底 質

揖 斐 川 岡 島橋

☆ 糧 悲 川福 岡 大橋

0.082

0.52

0,11

0_80
0.62

lQ

阿武隈川伏黒

淀川伝法大橋

室生 ダム県営取水 口

室生 ダムダムサ イ ト

斐伊川宍道湖 No3

0.96

0,087

0.10

0,10

0.11

0.37

0,093

0.24

22

29

34

25
た
ん
だ
計
私
の
腋
薇
着

九
月

一
六
日

岐
阜
市

・
岐
阜
市
民
会
館

一
〇
月
七
日

名
古
屋
市

・
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
は

ζ⑭嗜
渡導 項■酔 品

単位 :水質 pg―TEQ几 、 底質 pg―TEQ/g
揖斐川福 岡大橋 よ り水質 or底質で高い値が検 出された地′点も載せた

1998年 の環 境庁 ダ イ オ キ シ ン調 査

地   点   名 水 質 底 質

夏 匁
ヽ

夏

大垣市 古宮排水路深川橋

海津町 揖斐川 ・福 岡大橋

1.9

0.40

0,22

1.4

56

0.025

単位 :水質 pg―TEQ几、底質 pg―TEQ/g(全 国 204地 点 の うち )

「やめよ !徳山ダム」徳山ダム建設中止を求める会通信 編集責任 :近藤ゆり子

事務局 大垣市田町1-20-l  TELttAX 0584-78-4119
垂「便振替 :00800-7-31632 Emaili tokuyama@geOCities.cojp

URL:http://www.geocitics.co.jp/WallStreet/1214/
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